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取組の概要

まちづくりの方向性
東口通り線周辺地域は町の中心部に位置し、現在、道路拡
幅や公共施設の再編などを実施していることから、地域の拠
点となる機能を設置し、都市機能の集約化を目指す。
また、地域内に点在する資源（公共空間や空き家・空き店舗
など）を活用し、経済が循環する自立型で持続可能なまちづく
りを目指す。

対象地域の位置及び区域

他の計画における位置付け
第6次杉戸町総合振興計画
第2期杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略
杉戸町都市計画マスタープラン 杉戸町立地適正化計画
杉戸町環境基本計画 杉戸町公共施設等総合管理計画
杉戸町個別施設計画 杉戸町国土強靱化地域計画
杉戸町空き家等対策計画（案）
東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり構想

まちづくりにおける課題
杉戸町は２０００年をピークに人口減少が続いており、高齢
化も進んでいることから、中心市街地においても空き家・空き
店舗が増加し、コミュニティや賑わいが欠けてきている。
また、郊外で買い物をすることで地域内消費が少なくなって
いる。さらに、高齢化による交通弱者の増加に伴う公共交通
の確保や近年の局地的な豪雨や地震等の災害対策など、安
心して暮らし続けられる持続可能なまちづくりへの対応が必要
となっている。
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地域の現況

人口・世帯の状況
杉戸町の人口は２０００年の４７，３１９人をピークに減少傾向
となり、２０００年から２０１５年の間に１，８２４人、年平均で約
１２０人が減少している。今後は人口減少がさらに加速し、国
立社会保障・人口問題研究所では２０４５年には３１，０９７人
まで減少し、６５歳以上の老齢人口と生産年齢人口が同程度
になると推測されている。また、年齢階級別の人口移動で見る
と特に２０代の転出が多くなっている。
一方、世帯数は２０００年の１５，７０６世帯から２０１５年の間
に２，７０７世帯、年平均で約１８０世帯が増加している。現在も
増加傾向にあるが、国立社会保障・人口問題研究所では、令
和７年をピークに減少に転じると予測されている。

地域交通の状況
公共交通機関は東武鉄道の東武動物公園駅が市街地に隣
接してあり、東武伊勢崎線と東武日光線の分岐点や東京メト
ロ日比谷線、半蔵門線と東急電鉄田園都市線が相互乗り入
れする主要駅となっている。また、同じ東武鉄道の杉戸高野台
駅が町の北西部にある。東武動物公園駅を起点とするバス路
線が２路線あり、通勤・通学等に利用されているが、町内全域
を巡回していないため、公共施設や医療機関等に容易にアク
セスできない地域が存在する。町ではこのバスを補完する町
内巡回バスを運行しており、一定の利用者数はあるが、便数
やコース等、全ての住民ニーズに対応することはできていない。
このようなことから利用交通手段として自家用車が多くなって
いる。

開発の状況
杉戸町の中心拠点は日光街道杉戸宿として栄え、郡役所も
設置されていたため、以前から住居や店舗などがあり、住居
系の市街化が形成されていた。現在も東武動物公園駅東口
通り線を軸に住居はもとより商業施設や医療施設等の生活
サービス施設が立地している。
この他にも土地区画整理事業で整備された住居系の市街地
や工業系の市街地が点在しているが、町域からみると大部分
が市街化調整区域となっている。

地域資源
杉戸町は埼玉県の北東部に位置し、首都４０ｋｍ圏にあるた
め都内へのアクセスが簡単にでき、ベットタウンとして市街化
が進んでいる。一方で、東西の両端を江戸川と大落古利根川
が流れ、さらに中川・倉松川など多数の河川・水路が町内を流
下し、豊かな水を利用した田園風景が残っている。
この特色を生かして、町の中心部に設置した「まちの駅・道
の駅アグリパークゆめすぎと」は、農産物の販売や農業体験、
ＢＢＱや広い公園など家族で１日楽しめる施設として各メディ
アに取り上げられ、観光スポットとなっている。
また、毎年８月上旬に実施する「古利根川流灯まつり」は畳１
畳分の日本一大きな灯籠約２５０基を大落古利根川に約１ｋｍ
係留し、地上に降りた天の川のような幻想的な光景を作り出
す。

「東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり ～ 圧倒的ホームタウン ～」地域まちづくり計画
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まちづくりのコンセプトと事業全体の概要

まちづくりのコンセプト
官民連携を基本とした空間資源（公共空間・遊休不動産）の
新しい活用の実践・表現（小さなリノベーション）と公共空間の
再編（大きなリノベーション）をすることによってスピーディーに
「まち」を変えるしくみを創る。多様な人々の交流や滞在、地域
消費が好循環することにより、賑わいを生み、滞留したくなる
まちづくりを目指す。
日常生活に欠かせない買い物や病院などの町内にある拠点
を結ぶための地域交通の利便性を図るとともに近年増加傾向
にある災害に強いまちづくりを目指す。

事業全体の概要
【コンパクト】東口通り線周辺を中心としたウォーカブルなまち

づくり
・東武動物公園駅東口通り線、大落古利根川、旧杉戸小学校
跡地（ココティすぎと）の整備による町の魅力向上
・東口通り線周辺を中心としたコンパクトな市街地を維持する
ことで、子育て世代や高齢者等の住みやすい環境を形成し、
町内外の交流・定住を促進
・空き家・空き地・空き店舗を有効活用し、まちなかの賑わいの
創出や回遊性を高めることで、地域産業を活性化

【スマート】デジタル技術を活用した町民の日常生活の利便性
向上、安心・安全で魅力的なまちづくり

・アプリを活用したコミュニティの形成、防災情報発信、モビリ
ティサービスなどによる町内拠点をつなぐ移動利便性の向上
・東口通り線を中心としたエリアの３Ｄモデルを活用し、まちの
将来像、人や交通の動きを可視化

【レジリエント】災害時でも途絶えないインフラ確保
・東口通り線の無電柱化により災害時でも途絶えない交通機
能、電気通信機能の確保
・平常時の省エネ・環境負荷軽減、災害時でも途切れない電
気や水などのライフラインの確保、防災・減災に寄与する地域
防災拠点の構築
・アプリ等を活用した災害のリアルタイム情報の取得

推進体制
当該エリアは行政界を超えて隣接町の宮代町の一部を含め
ていることから両町が連携していく。また、エリア内にある旧杉
戸小学校跡地の施設管理者、地元住民などで構成されている
団体や協議会、まちづくりに関心のある民間事業者などと連
携して、杉戸町版スーパーシティプロジェクトの実現を目指し
て官民連携で推進を図る。
【連携事業者等】
杉戸まち・みどり・にぎわい共同企業連合体、
地元行政区、地元協議会、杉戸町商工会、
民間事業者、埼玉県、宮代町、
杉戸町（未来推進会議プロジェクトチーム）など

「東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり ～ 圧倒的ホームタウン ～」地域まちづくり計画
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プロジェクトの取組概要

「東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり ～ 圧倒的ホームタウン ～」地域まちづくり計画

利便性の高い地域公共交通
システムの構築

再生可能エネルギー充電ステー
ション及び公用ＥＶカーシェアの
導入

公共施設における再生可能エネ
ルギー及び蓄電池の導入

防災情報・イベント情報などアプ
リを活用した情報発信住居系市街化区域

工業系市街化区域

公共交通システムの構築

東武動物公園駅東口通り線整備事業

大落古利根川
水辺deベンチャーチャレンジ事業

旧杉戸小学校跡地活用事業
（ココティすぎと）

まちなかエリア
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コンパクトな「まちなかエリア」の事業概要

「東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり ～ 圧倒的ホームタウン ～」地域まちづくり計画

東武動物公園駅東口通り線整備事業
（道路拡幅・無電柱化工事）

旧杉戸小学校跡地活用事業
（ココティすぎと）

大落古利根川
水辺deベンチャーチャレンジ事業

水辺空間の活用

道路空間の活用

【複合施設】
１Ｆ：コミュニティセンター
２Ｆ：子育て支援センター

PPA事業：太陽光発電・蓄電池

都市公園

認可保育所

複合施設

東武動物公園駅東口通り線整備事業

旧杉戸小学校跡地活用事業
（ココティすぎと）

大落古利根川
水辺deベンチャーチャレンジ事業

点在する遊休不動産を
活用した創業支援

東武動物公園駅東口通り線周辺エリア

※３Ｄモデルイメージ

※３Ｄモデルイメージ

※３Ｄモデルイメージ

※３Ｄモデルイメージ

東武動物公園駅東口通り線整備事業

大落古利根川
水辺deベンチャーチャレンジ事業

旧杉戸小学校跡地活用事業
（ココティすぎと）

※創業支援とは遊休不動産のオーナーと新規事業者とのマッチングを行う。また、改修費や賃借料の補助を行う。

※

※３Ｄモデルイメージ
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【コンパクト】事業一覧

事業名
実施
主体

事業内容
スケジュール

備考
R5 R6 R7 R8 R9 R10以降

ウォーカブルな
東口通り線を整備し、
公共空間を利活用

県
町

（杉戸・
宮代）

町のウォーカブルなシンボ
ル道路として整備するととも
に、道路内に電源・給排水
設備を併せて整備し、公共
空間を利活用する。

県道路街路課の
支援
ウォーカブル推
進事業（国）を活
用予定

旧杉戸小学校跡地
活用事業（認可保育
所）

民間
事業者

子育て環境の充実及び待機
児童解消を目的に認可保育
所を建設し、子育て世代を
呼び込む。また、隣接するコ
コティすぎとと連携を図る。

民間事業者によ
る保育所等整備
交付金（国）を活
用

旧杉戸小学校跡地
活用事業（複合施
設）

町
民間
事業者

民間による公園及び複合施
設の整備を行い、町が子育
て支援センター、コミュニティ
センターとして事業を実施す
る。運営についても一部民
間事業者に委託し、実施予
定。

リース方式による
事業（コミュニティ
センターでは、多目
的室、調理室、シェ
アキッチン、図書室
学習室を指定管理
により運営する）

大落古利根川
水辺deベンチャー
チャレンジ事業

県
町
民間
事業者

歴史的な観光資源である水
辺空間を利活用するために
施設を整備し、町内外利用
者を増加させる。

県河川環境課の
支援
令和5年度ふるさ
と創造資金（県）
を活用

エリアマネジメント
事業

町
民間
事業者

民間及び地域とともにエリア
マネジメントによるまちづくり
を検討及び推進し、賑わい
の創出、コミュニティを形成
する。

令和5年度ふるさ
と創造資金（県）
を活用
ウォーカブル推
進事業（国）を活
用予定

空き店舗等対策
町
民間
事業者

点在する空き店舗等のデー
タベースを構築し、新規創業
者やコミュニティ形成のマッ
チングを行う。併せて創業に
係る補助金等の支援を行う。

意見交換、協議会開催、計画の作成 エリアマネジメントによるまちづくりの推進

工事 広場を中心とした、多世代が憩い、利活用できる公共空間の推進

「東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり ～ 圧倒的ホームタウン ～」地域まちづくり計画

東口通り線整備工事

子育て環境の充実を推進（ココティすぎととの連携）

工事 民間事業者による水辺空間の利活用を推進（SUP、マルシェなど）

データベース、マッチング手法の検討 空き店舗等の活用を推進

道路空間を利活用した社会実験の実施
（イベント、軒先利用など）

創業に係る補助金等の支援

民間事業者による道路空間の利活用を推進
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【スマート】事業一覧

事業名
実施
主体

事業内容
スケジュール

備考
R5 R6 R7 R8 R9 R10以降

利便性の高い地域
交通システムの構築

町
民間
事業者

町民のニーズに合わせた移
動の円滑化を図る。

スマートシティ関
連事業（国）、地
域公共交通DX・
コンパクト+ネット
ワーク促進事業
（県）を活用予定

公用EVのカーシェア
等導入事業

町
民間
事業者

地域住民の移動手段として
公用EVをシェアすることで、
利便性の向上、二酸化炭素
の排出量低減に寄与する。

クリーンエネル
ギー自動車導入
促進補助金を活
用予定、

３Dモデルを用いた
まちの魅力を発信

町

エリアで実施するハード整備
の将来的なビジョンを視覚
的に認識することで、令和5
年度からまちの魅力を発信
し、公共空間での活動を推
進する。

令和5年度ふるさ
と創造資金（県）
を活用
ウォーカブル推
進事業（国）を活
用予定

情報収集・発信等の
ためのアプリ活用

町
防災情報、イベント情報など
LINEを活用して発信する。

デジタル田園都
市国家構想推進
交付金（国）を活
用予定

「東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり ～ 圧倒的ホームタウン ～」地域まちづくり計画

取り組み検討

巡回バス運行および
オンデマンド交通等の検討

町ホームページとLINEを連携させることにより、町の情報を発信システム構築

意見交換、協議会開催、３Dモデルの作成 ３Dモデルを活用して町の魅力を発信し、かつ、公共空間での活動を推進

公用EV導入
公用EV導入および
カーシェアの導入検討
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【レジリエント】事業一覧

事業名
実施
主体

事業内容
スケジュール

備考
R5 R6 R7 R8 R9 R10以降

東口通り線を無電柱
化にて整備

県
町

災害時でも途絶えない交通
機能、電気通信機能を確保
する。

県道路街路課の
支援
無電柱化推進計
画補助（国）活用
予定

旧杉戸小学校跡地
活用事業（複合施
設）太陽光発電及び
蓄電池の設置

町
民間
事業者

複合施設の整備において、Ｐ
ＰＡ事業により太陽光発電設
備等の再生可能エネルギー
を導入し、災害時でも電源が
途絶えない整備を行う。

民間事業者の
PPA事業により
実施予定

公共施設における再
生可能エネルギー及
び蓄電池導入事業

町

公共施設や未利用地におい
て再生可能エネルギーを導
入し、二酸化炭素の排出抑
制、災害時でも途絶えない電
源を確保する。

再生可能エネルギー
充電ステーションの
設置及び災害時に
おける電力供給

町
民間
事業者

公共施設に太陽光発電によ
る充電ステーションを設置し、
ＥＶに供給することで二酸化
炭素の排出量を低減する。ま
た、災害時には公用ＥＶによ
り避難所へ電力供給を行う。

災害の情報収集・発
信等のためのアプリ
活用

町

大規模災害が予想される場
合及び災害時におけるＪア
ラート、防災無線の内容、防
災情報をＨＰと連携したLINE
を活用し、リアルタイムに情
報を発信する。

デジタル田園都
市国家構想推進
交付金（国）活用

「東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり ～ 圧倒的ホームタウン ～」地域まちづくり計画

システム構築 Jアラート及び防災無線、町ホームページと連携したLINEを活用し、防災、災害の情報を発信

工事 太陽光発電等による複合施設内への電力供給

取り組み検討

太陽光発電等による電力供給取り組み検討 公募

東口通り線整備に併せた無電柱化工事

太陽光発電による充電ステーションの設置実施設計

事前調査 工事



埼玉版スーパー・シティプロジェクト

ＫＰＩ

コンセプト 指標 基準値（調査時点） 目標値（達成年度） 備考

コンパクト 東口通り線の歩行者・自転車交通量
１，３８６台人/日

（Ｒ４）
２，６００台人/日

（Ｒ１０）

コンパクト
旧杉戸小学校跡地（ココティすぎと）
施設利用者数

３６，１３１人/年
（Ｈ３０）

７０，０００人/年
（Ｒ１０）

コンパクト 中央地区居住誘導区域内人口割合
３７．６％
（Ｒ４）

３７．６％
（Ｒ１０）

スマート 町内巡回バス等利用者数
２０，６２９人/年

（Ｈ３０）
２１，６６０人/年

（Ｒ７）

レジリエント
エリア内の公共施設における
再生可能エネルギー導入量

０ｋｗ
（Ｒ４）

１０７ｋｗ
（Ｒ１０）

「東武動物公園駅東口通り線周辺まちづくり ～ 圧倒的ホームタウン ～」地域まちづくり計画


